
町議会定例会・まち・ひと・しごと創生総合戦略が完成しました

とうえい暮らしのカラフルパッケージ・地域おこし協力隊活動報告

元気な地域づくり支援事業・狂犬病予防注射日程・防災手帳 他

人権作品入賞・まちかどギャラリー 他　　　   お知らせコーナー

地域包括支援センター・観光まちづくり協会だより

東栄っこ通信・ふるさと歌壇 他　　　　   人口・カレンダー 他

4月からは1年生
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今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

予
算
方
針

　

令
和
２
年
度
は
、
５
年
目
を
迎
え
る

「
第
６
次
総
合
計
画
」
と
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
確
実
に
推

進
す
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成
を

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比

１
４
.
７
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
は
町
長
選
に
伴
い
骨
格
予
算
で

あ
っ
た
こ
と
が
主
な
増
額
要
因
で
す
。

ま
た
、
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
設
計
や
防
災
行
政
無
線

の
更
新
工
事
、
北
設
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
器
更
改
及
び
北
設
広
域
事
務

組
合
の
ご
み
処
理
場
改
修
工
事
等
に

伴
う
負
担
金
も
増
額
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
簡
易
水
道
・
公

共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業

で
公
営
企
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
透
析
中
止
に
伴
う
費

用
の
減
額
な
ど
で
、
前
年
度
比
１
.
５

％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
予
算

令
和
２
年
度

◆各会計予算規模 

◆一般会計歳入・歳出の内訳

◆歳出の性質別経費状況

会　　計　　名 本年度予算額 前年度比
一　般　会　計

※千円単位切捨てのため、合計が合わない部分があります。

特
別
会
計

合 　 計

4億6,100万円
671万円

△ 351万円
5,813万円
2,587万円
829万円

△ 7,432万円
0円

4億8,212万円

14.7%
1.8%

△ 2.7%
48.0%
18.4%
30.1%

△11.3%
0.0%
10.5%

36億円
3億7,923万円
1億2,595万円
1億7,918万円
1億6,639万円
3,589万円

5億8,259万円
38万円

50億6,964万円

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道
公 共 下 水 道 事 業
農業集落排水事業
医 療 セ ン タ ー
各 財 産 区

歳出
36億円 36億円

歳入

総務費
6億2,586万円
（17.4％）

人件費
5億5,266万円
（15.3％）

公債費
 3億9,993万円
（11.1％）

補助費等
6億2,854万円
（17.5％）

扶助費 1億5,748万円（4.4％）

普通建設事業費 
4億7,301万円
（13.1％）

繰出金
6億749万円
（16.9％）

物件費
7億3,418万円
（20.4％）

町税
3億919万円
（8.6％）

繰越金
1億円（2.8％）

使用料及び手数料
8,294万円（2.3％）

その他
4億3,633万円
（12.1％）

地方交付税
16億7,700万円
（46.6％）

依存財源 74.2％

自主財源
25.8％

地方債
5億8,560万円
（16.3％）

民生費
6億1,655万円
（17.1％）

衛生費
6億5,852万円
（18.3％）

土木費
1億7,967万円（5.0％）

公債費
3億9,993万円
（11.1％）教育費

2億201万円（5.6％）

農林水産業費
2億7,626万円（7.7％）

国庫支出金
8,566万円（2.4％）

県支出金
2億625万円
（5.7％）

その他
1億1,701万円（3.2％）

消防費
5億398万円
（14.0％）

災害復旧費 
1万円（0.0％）

商工費
6,436万円（1.8％）

議会費
4,404万円（1.2％）

諸支出金
2,503万円（0.7％）

予備費
373万円（0.1％）

投資・出資・貸付金 1,120万円（0.3％）
予備費 373万円（0.1％）

積立金 2,503万円（0.7％）
維持補修費 671万円（0.2％）

一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
の
概
要

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が

３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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そ
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ま
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ス

各
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透
析
患
者
に
対
す
る
通
院
費
の
補
助

 

６
９
万
円

　

透
析
患
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
通
院
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

家
庭
用
発
電
機
等
の
補
助

 

１
５
０
万
円

　

台
風
等
に
よ
る
土
砂
災
害
や
倒
木

な
ど
に
よ
る
停
電
対
策
と
し
て
、
住

民
が
家
庭
用
発
電
機
等
を
購
入
す

る
際
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

と
う
え
い

暮
ら
し
の
カ
ラ
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

４
９
９
万
円

　

こ
の
町
に
住
み
続
け
る
人
や
移
住

者
が
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
町
を
目
指
し
、
移
住
・
定
住
施

策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
利
用
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
の
促
進 

８
０
万
円

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
を

抑
制
す
る
た
め
、
安
全
運
転
支
援
装

置
を
設
置
す
る
際
に
、
そ
の
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

子
育
て
支
援 

８
，３
２
５
万
円

　

保
育
園
の
延
長
保
育
の
充
実
や
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用 

４
７
万
円

　

ド
ロ
ー
ン
の
購
入
と
操
作
研
修
を

実
施
し
、
防
災
や
観
光
、
農
林
水
産

業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

支
え
あ
う

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

森
林
体
験
交
流
施
設
の
適
正
管
理

 

７
，２
６
０
万
円

　

ス
タ
ー
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
御
園
の
、

老
朽
化
し
た
屋
根
の
改
修
工
事
と

㕳㕱
㎝
望
遠
鏡
赤
道
儀
架
台
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

豊
か
な
文
化
と

心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

防
災
行
政
無
線
の
整
備

 

３
億
２
０
５
万
円

　

令
和
元
年
度
か
ら
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

森
林
環
境
譲
与
税
関
連
事
業

 

１
，７
４
４
万
円

　

適
正
な
森
林
管
理
を
行
う
た
め
、

新
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
境
界
の
確

定
や
里
山
材
環
境
整
備
事
業
等
を

東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備

 

７
，６
６
８
万
円

　

医
療
セ
ン
タ
ー
と
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
令
和
３
年
度
の
建
設
に
向

け
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

環
境
と
暮
ら
す

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

５
４
０
万
円

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
連
携
し
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
か

し
た
町
内
観
光
産
業
の
育
成
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
町
の
魅
力
向
上
の

た
め
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
情
報
発
信

 

１
，０
７
７
万
円

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
の

Ｐ
Ｒ
や
観
光
に
よ
る
消
費
の
誘
発

を
図
り
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

定
住
・
交
流
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

第
６
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定

 

４
３
１
万
円

　

平
成
㕲㕸
年
度
に
策
定
さ
れ
た
総
合

計
画
の
前
期
計
画
が
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
引
き
続
き
本
計
画
の
め

ざ
す
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

協
働
に
よ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

令
和
２
年
度
の
主
な
事
業

広報とうえい 2020. 4月号   No.724

実
施
し
、
ま
た
、
木
材
の
利
用
促
進

等
を
図
り
ま
す
。



※千円単位切捨てです。
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今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

　

今
回
の
補
正
予
算
額
は
１
億
１
０
７
万
９

千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。（
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
る
と
１
億
５
千
９
９
８
万
９
千
円
の

減
額
）

　

主
に
今
年
度
の
事
業
の
実
績
見
込
み
額
を

勘
案
し
、財
源
を
更
正
。

　

繰
入
金
は
各
事
業
の
精
算
な
ど
に
よ
り
１

億
４
千
４
２
９
万
５
千
円
の
減
額
。

　

町
債
は
、１
千
１
２
０
万
円
の
減
額
。

　

全
般
的
に
、歳
出
見
込
み
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
精
算
見
込
み
を
計
上
。

　

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
等
委
託
料
、河
川
水
質

検
査
委
託
料
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
及
び
公

共
下
水
道
の
長
寿
命
化
対
策
電
気
設
備
更
新
工
事

は
、年
度
内
で
の
完
了
が
見
込
め
な
い
た
め
、翌
年

度
へ
繰
越
。

東栄町議会定例会第１回

47億2,061

4億1,251

1億3,028

1億3,034

1億4,284

2,775

6億5,651

△1億  107

2,978

△ 467

△ 237

△ 2,753

△ 220

△ 5,191

46億1,953

4億4,229

1億2,561

1億2,797

1億1,531

2,555

6億  460

会　計　名 既定額 補正額 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

東栄医療センター

（単位：万円）
３月補正予算の概要令和元年度

条
例
の
改
正

条
例
の
制
定

補
正
予
算
の
概
要  

一
般
会
計

歳
　
　
入

歳
　
　
出

東
栄
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

町
長
、副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額
を

減
ず
る
た
め
、制
定
し
ま
す
。

東
栄
町
空
家
等
適
正
管
理
条
例

　

空
き
家
等
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、制
定

し
ま
す
。

東
栄
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
及
び
軽
減
判
定
所

得
の
基
準
を
見
直
し
ま
す
。

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

加
藤
彰
男 

議
員

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
つ

い
て

・「
環
境
保
全
条
例
」制
定
と「
農
振
法
・
整
備
計
画
」

の
現
行
維
持
に
つ
い
て

　

〜
住
民
の
暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
た
め
に
〜

・
小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
ま
ち
の
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

〜
豊
か
な
学
び
と
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
〜

山
本
典
式 

議
員

・
町
政
に
対
す
る
町
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

森
田
昭
夫 

議
員

・
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て

浅
尾
も
と
子 

議
員

・
東
栄
町
の
医
療
を
守
る
、
町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て

・
新
た
な
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
の
見
直
し
を
求
め
る

・
町
の
情
報
公
開
の
姿
勢
に
つ
い
て

・
町
長
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
計
画
へ
の
反
対
表
明

に
つ
い
て

伊
藤
紋
次 

議
員

・
第
２
期
総
合
戦
略
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
区
要
望
事
業
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一
般
質
問

P ick up

令和２年第１回町議会定例会は、３月６日に招集され、会期中に各常任委員会での審議を経て、
１7日の本会議ですべての議案が可決されましたので、一部を紹介します。
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ャ
ラ
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各
課
お
知
ら
せ

振草
豊根

御園
足込

西薗目
川角
東薗目

三輪

東栄駅

三遠南信東栄IC

月
設楽

深谷
河内

まちなかターミナル

循環バス

バス路線
予約バス

町役場
宿泊施設の集積

のき山学校
とうえい温泉

医療センター
福祉センター
飲食店の集積

コンビニ

三ツ組

尾呂
柿野

下田中設楽

本郷

5

人の流れづくり
人が集う場所づくり

広報とうえい 2020. 4月号   No.724

将来展望人口 2,250人
令和22年(2040年)

東栄町まち・ひと・しごと創生総合戦略が完成しました
第２期

第1期総合戦略を引き継いで、第2期へ発進！

目指す町のイメージ図

5つの基本目標

●問い合わせ先　 振興課　☎７６・０５０２

～将来にわたって賑わいを保ち続けるまちを目指して～

　公共交通で地域を結び、暮らしの利便性を向上するとともに、事業者

同士が連携してみんなで「稼ぐ」まちづくりに取り組みます。暮らす人に

とって使いやすい町をみんなで作り、みんなで使い、結果として暮らしに

必要な産業を活性化します。

暮らしに必要な機能が集まる地区を、より利用しやすくします。

（1） 医療・教育・買い物・役場等の機能が集まる地区の利便性の向上

（2） 「一度に用が足せ、楽しめる地区」の整備

（3） 公共交通の充実による生活利便性の向上とまちなかの面的再生

基本目標１

まちの魅力づくり
民間が稼ぐまちづくり

暮らしを支える商業や産業が持続するために、利益を生み出すための取り組みを行います。

(1) 商業や産業が「利益」を生み出すための戦略的なつながり

(2) 賑わいのための事業者の確保　　　① 事業継続への支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　② 初めの一歩への多様な支援

基本目標２

東栄らしい子育てが
できる住環境づくり

子どもをのびのび育てられる環境を整備し、町に人を増やします。

(1) たくさんの子どもを育てられるまちづくり

(2) きめ細かな子育て・教育環境の整備

(3) 子どもたちとともに未来を考える機会

基本目標３

まちの未来予想図づくり

町に暮らす人が、町や自分の未来を想像できるよう、情報を共有します。

(1) 暮らしのあり方の点検と目指す姿の共有

(2) 施策と連動した土地の利活用の検討

基本目標４

暮らし続けられるまちづくり

時代の変化に応じたまちづくりをするため、まちづくり人材を育成します。

(1) 適切な資源管理による暮らしの持続性の確保

(2) 戦略的なセーフティネット構築に向けた地域づくり

基本目標５

暮らしのセーフティネットの再確認へ ～第6次総合計画後期計画に向けて～

今年度は、町の全体計画である、第6次総合計画の中間年にあたります。これまでの4年間を振り返るとともに、産業の基盤で

ある暮らしのセーフティネットを重点的に確認し、見直します。

■第2期 東栄町人口ビジョン及び総合戦略は、町ホームページ または振興課で閲覧できます。



●問い合わせ先　地域支援課　　☎７６・０５０４

※とうえいの木住宅建設支援事業は
　経済課で引き続き行います。
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とうえい 移住定住施策が新しくなります

暮らしの パッケージカラフル
東栄町では、Uターン・Ｉターンの方だけでなく、「このまちで暮らす人」を応援するため
「住宅新築祝い金」を創設するとともに、これまでの施策の見直しを行いました。

町外在住の出身者や知り合いの方にもぜひご紹介ください。

　町内に定住の意志をもって新築住宅を
建設された方に、30万円の新築祝い金を
交付します。

住宅新築祝い金
（定住促進支援補助金）

　40歳以下のＵ・Ｉターン者、ふるさと就
労者の方に、2万円分の町内消費拡大券を
交付または北設情報ネットワーク引き込み
工事（テレビまたはインターネット）負担金
を全額補助します。

若者定住支援補助金

　町内の空き家に住む場合に、リフォーム
や片づけに係る費用の一部を補助します。
　対象経費の1／2（30万円を上限額）を
補助します。また、上限20万円の加算措置
があります。（あわせて最大50万円の補助）

【加算措置】各5万円
①補助対象経費の全てを町内事業者に委
　託する場合
②定住者に中学生以下の子どもがいる場合
③町内企業就職または町内で起業する者、
　またはしている者
④空き家の土地・家屋を購入した者

空き家活用支援補助金

　40歳以下のＵ・Ｉターン者で町外通勤者
の方に、通勤費用を距離に応じて3年間
補助します。

移住者通勤支援補助金
継続・変更あり 継続

継続・変更あり
新規
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●問い合わせ先　地域支援課　 ☎７６・０５０４

　
n
a
o
r
i
講
師
と
し
て
の
活
動

　

3
年
間
を
通
じ
、よ
り
信
頼
さ
れ
る

講
師
と
な
る
よ
う
、外
部
の
ス
ク
ー
ル

や
書
籍
等
か
ら
知
識
や
技
術
を
身
に
付

け
て
き
ま
し
た
。そ
の
他
、海
外
か
ら
の

お
客
様
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
、体
験

時
に
お
渡
し
す
る
書
類
を
英
訳
し
た
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
季
節
限

定
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
等
も
試
み
ま
し
た
。

　

4
月
以
降
は
n
a
o
r
i
の
臨
時
講

師
と
し
て
引
き
続
き
関
わ
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

 

　
町
内
へ
の

　
誘
客
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
活
動

　

町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動

や
行
事
等
に
参
加
し
、そ
の
様
子
を

S
N
S
等
で
発
信
し
て
き
ま
し
た
。ま

た
、新
た
な
東
栄
町
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、ラ
ン
ニ
ン
グ
や
自
転
車
、

エ
コ
等
、今
ま
で
無
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

協
力
隊
2
年
目
か
ら
始
め
た
石
鹸
作
り

で
は
、森
山
酒
造
の
お
酒
を
使
っ
た
化

粧
石
鹸
の
販
売
に
辿
り
着
く
事
が
出
来

ま
し
た
。プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お
土
産
等
で

手
に
す
る
事
で
、東
栄
町
を
知
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
卒
業
後
に
つ
い
て

　

4
月
以
降
も
東
栄
町
に
残
っ
て

「
S
i
m
p
l
e
+（
シ
ン
プ
ル
プ
ラ

ス
）」と
い
う
屋
号
で
、石
鹸
販
売
を
継

続
し
ま
す
。ま
た
、石
鹸
と
手
作
り
コ
ス

メ
の
教
室
も
始
め
る
予
定
で
す
。普
段
、

忙
し
く
し
て
い
る
方
が
、こ
の
自
然
豊

か
な
東
栄
町
に
来
て
、ホ
ッ
と
一
息
つ
い

て
自
分
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
場
所
を

作
れ
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
を
も
っ
て
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
は
終
了
し
ま
す
が
、今
後
は
一
町
民

と
し
て
東
栄
町
を
楽
し
い
場
所
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
東
栄
町
に
暮
ら
し
て

　

昨
年
度
６
月
に
、浜
松
市
か
ら
東
栄

町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

役
場
と
連
携
し
な
が
ら
不
動
産
業
や
、

移
住
定
住
の
業
務
を
行
う
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
、活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
祭
は
こ
れ
ま
で
１
地
区
し
か
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨

年
度
は
10
地
区
す
べ
て
回
り
ま
し
た
。

豊
か
な
地
域
資
源
や
伝
統
行
事
な
ど
、

東
栄
町
で
知
ら
な
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

あ
る
と
思
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

  

不
動
産
取
引
の
活
性
化
に
取
り
組
む

　

８
月
に
は
町
内
に「
さ
い
じ
ょ
う
不

動
産
」を
立
ち
上
げ
、「
空
き
家
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
「
不
動
産
キ
ャ
リ
ア
パ
ー
ソ

ン
」の
２
つ
の
資
格
を
取
得
し
、町
内
の

空
き
家
・
不
動
産
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
物
件

に
取
り
付
け
る
看
板
を
作
成
し
、９
月

か
ら
は
毎
月
２
回
、不
動
産
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。空
き
家
情
報
を
整
備

し
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
P
R
を
行

う
こ
と
で
空
き
家
の
登
録
物
件
数
が
増

え
、空
き
家
の
利
活
用
が
活
発
に
な
り
、

転
入
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て

　

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は
今
年
の
５

月
ま
で
で
す
が
、今
後
は
浜
松
市
で
培

っ
た
５
年
半
の
不
動
産
経
験
と
東
栄
町

で
の
１
年
間
の
協
力
隊
活
動
の
経
験
を

活
か
し
、地
域
密
着
の
不
動
産
屋
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報とうえい 2020. 4月号   No.724

地域おこし協力隊 活動報告

福 田 美 幸

西 條　心

卒業

１年目



元気な地域づくり支援事業のご案内
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●問い合わせ先　住民福祉課  　☎７６・０５０３

狂犬病集合予防注射の日程表令和２年度

登録済の犬  ・通知のハガキ （4月中旬発送予定）　・愛犬手帳
　  ・注射料金 （2,950円）交付手数料（550円）　合計3,500円
未登録の犬  ・登録手数料（3,000円）注射料金（2,950円）
　　　　　　　　　　　　交付手数料（550円）　合計6,500円

４
月
23
日
（
木
）

日 実 施 場 所 時　間

４
月
21
日
（
火
）

日 実 施 場 所 時　間
東薗目バス停横
常盤橋東薗目入口
川角集会所
西薗目集会所
三ツ石集会所
下田 ポンプ島公園
金紫集会所
放課後児童クラブ前
役場前駐車場
御園 表屋さん上
坪沢峠バス停
足込生活改善センター
下柿野 元消防器具庫前
中設楽生活改善センター

9：00 ～　9：10
9：20 ～　9：30
9：40 ～　9：50
9：55 ～ 10：05
10：10 ～ 10：20
10：25 ～ 10：40
10：45 ～ 10：55
11：05 ～ 11：20
11：25 ～ 11：40
13：15 ～ 13：25
13：35 ～ 13：40
13：45 ～ 13：55
14：05 ～ 14：15
14：20 ～ 14：35

9：00 ～　9：10
9：15 ～　9：25
9：30 ～　9：40
9：50 ～ 10：00
10：10 ～ 10：20
10：25 ～ 10：35
10：40 ～ 10：55
11：05 ～ 11：15
11：25 ～ 11：35
11：45 ～ 11：55
13：10 ～ 13：20
13：30 ～ 13：40
13：55 ～ 14：05
14：15 ～ 14：25
14：30 ～ 14：40
14：50 ～ 15：00

丸山団地入口
東栄駅
三輪コミュニティセンター
三輪河内 和合克美氏宅前
奈根集会所
中在家集会所
本郷 伊藤睦美氏宅車庫前
月・清平寺横
月集会所
布川荘
古戸川合集会所
古戸会館
小林集会所下
老人憩いの家親和荘
下粟代生活改善センター
桑原公民館

◎今回都合により集合注射を受けられなかった場合は、動物病院で
　必ず注射を受けてください。
◎登録した犬が死亡したり、飼い主の変更、住所等の変更があった
　場合は、必ず住民福祉課まで届け出てください。

　生後91日以上の犬を飼っている方は、犬の
登録と年一回の狂犬病予防注射が義務づけ
られています。今年も次のとおり狂犬病予防
注射に町内各所を回りますので、都合のよい
時間・場所で注射を受けてください。

会場に持参するもの ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　元気な地域づくり支援事業は、まちづく
りの主体は町民であり、地域課題のため
に自ら行動することで住みよい地域社会
を構築することを目的とした事業です。
　元気な地域づくり支援事業があるのは
知っていたけれど、どうやって使っていい
かわからない、どういう人が使えるのかわ
からないという方のために説明会を開催
します。

元気な地域づくり支援事業の
説明会を行います

日時　5月7日（木）午後７時～
場所　役場小会議室　

●問い合わせ先　地域支援課　☎７６・０５０４

今年度もこれまでと同様に助成を行います。
助成対象となる団体
①同じ行政区に在住する５人以上で組織された団体（区の承認が必要）
②町内に在住する10人以上で組織された団体（町の承認が必要）

申込期限　５月29日（金）

助成額
１団体60万円以内。ただし助成希望団体が多く、申請額合計が予算を
上回る場合は、新規申請団体以外は按分率をかけた金額となります。

対象事業
 ・住民自らが地域課題を発掘・共有し、解決に取り組む事業
 ・目的及び計画が策定されている事業

なお、助成金交付団体は、成果報告会で実施状況等を報告して
いただきます。
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防災士の防災手帳

9

今
年
度
、お
い
で
ん
家
は「
地
域

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必
要
な
お

い
で
ん
家
」を
目
指
し
ま
す
。

　

支
援
員
が
お
電
話
や
お
宅
へ
お

伺
い
し
て
、地
域
の
見
守
り
活
動

を
行
い
、お
互
い
に
支
え
合
う

「
互
助
」の
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ピ
ン
ク
の
送
迎
車
を

見
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

ま
た
、今
月
か
ら
開
催
曜
日
が

変
更
に
な
る
お
い
で
ん
家
が
あ
り

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
４
月
の
お

い
で
ん
家
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
時

に
、職
場
の
関
係
で「
防
災
ま
ち
歩

き
」に
参
加
し
ま
し
た
。あ
る
地
域

を
数
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
で
実
際
に

歩
い
て
、土
地
の
特
徴
を
確
認
し
、

防
災
地
図
を
作
成
し
ま
す
。「
こ
こ

は
山
崩
れ
が
あ
り
そ
う
」、「
こ
こ

は
登
り
坂
だ
ね
」、「
消
火
栓
が
多

く
設
置
さ
れ
て
い
る
」、「
昔
、川
が

氾
濫
し
て
こ
の
あ
た
り
は
危
な
か

っ
た
、避
難
所
よ
り
駅
が
高
い
か
ら

駅
に
行
く
方
が
い
い
よ
」な
ど
、昔

か
ら
そ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
る

地
元
の
方
の
参
加
も
あ
り
、大
変
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

普
段
は
車
で
何
気
な
く
通
り
す

ぎ
て
し
ま
う
道
で
も
、災
害
時
に
は

自
分
で
歩
い
て
避
難
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。自
分

の
住
む
東
栄
町
で

も
ぜ
ひ
「
防
災
ま

ち
歩
き
」
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
士

　
　

伊
藤
み
ゆ
き

おいでん家おいでん家
きてみて！

広報とうえい 2020. 4月号   No.724

（５月～６月）

市町村名・イベント名 期　日 会　場 問い合わせ先

５月５日(祝)

５月２３日（土）・
２４日（日）

５月２３日（土）・
２４日（日）

5月下旬～
6月上旬

5月9日（土）～
6月7日（日）

新城市 第55回
長篠合戦のぼりまつり 長篠城址周辺

新城市観光協会
☎0536-32-0022

設楽町
したら森林まつり

茶臼山高原 芝桜の丘 一財）茶臼山高原協会
☎0536-87-2345

豊川市
豊川市民まつりおいでん祭 豊川市野球場周辺 おいでん祭実行委員会

（豊川商工会議所内）☎0533-86-4101

田原市
田原凧まつり

トヨタ自動車㈱厚生センター
田原市総合体育館周辺

渥美半島観光ビューロー
☎0531-23-3516

５月１７日（日）

豊根村
芝桜まつり2020

つぐ高原グリーンパーク
設楽町観光協会
☎0536-62-1000

豊橋市
花しょうぶまつり 賀茂しょうぶ園 花しょうぶまつり実行委員会

 （豊橋市役所観光振興課内）☎0532-51-2430

６月１日（月）～
３０日（火）

蒲郡市
形原温泉あじさい祭り 　形原温泉あじさいの里 形原観光協会

☎0533-57-0660

※新型コロナウィルス感染症感染防止のため、中止となる場合があります。



人
権
は

生
ま
れ
た
と
き
の 

お
く
り
物

東
栄
中
学
校
２
年　

伊
藤 

諒
哉
さ
ん

《 中学校の部 》

受
け
入
れ
よ
う

　
自
分
と
違
う
　
人
た
ち
を

東
栄
小
学
校
６
年　

金
澤 

舜
太
さ
ん

《 小学校の部 》

10

今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

「第47回 人権を理解する作品コンクール」 標語の部

ボイラー

　
「
第
47
回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」標
語
の
部
で
、

東
栄
小
学
校
６
年
生
の
金
澤
舜
太
さ
ん
と
東
栄
中
学
校
２
年
生

の
伊
藤
諒
哉
さ
ん
の
標
語
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
、平
等
で
あ
る
。」と
す
る
人
権
尊
重
の
重
要
性
、必
要
性
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
募
集
し
た
も
の
で
、県
内

小・中
学
校
１
９
５
，３
５
９
点
の
う
ち
、27
点
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

と
う
え
い
温
泉 

長
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

完
了
し
ま
し
た

　

平
成
14
年
に
開
業
し
た
と
う
え
い
温
泉
で

は
、設
備
故
障
に
よ
る
臨
時
休
業
日
を
減
ら

す
た
め
、耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
設
備
を
更
新

し
ま
し
た
。

　

こ
の
更
新
等
工
事
に
よ
り
２
月
２６
日
か
ら

３
月
１３
日
ま
で
の
間
、休
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

休
業
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、今
後
も
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、再
度
分
別
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
、混
雑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
収
集
は
、通
常
通
り
行
い
ま
す
。

　

必
ず
指
定
の
袋
で
、指
定
日
の
当
日
の
８
時

３０
分
ま
で（
前
日
は
不
可
）に
出
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、次
の
日
は

中
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
込
不
可
日　
５
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）、

　
　
　
　
　

 

９
日（
土
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
の
間
は
、ご
み
収
集
車
の

到
着
と
重
な
る
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

連
休
中
、こ
の
時
間
帯
へ
の
ゴ
ミ
の
持
ち
込

み
は
避
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

G
W
期
間
中
の
中
田
ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

更
新
し
た
設
備
：
ボ
イ
ラ
ー
２
基
、貯
湯
タ
ン
ク
１
基
、

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
パ
ン
庫
１
棟

総
工
事
費
：
６
，５
１
１
万
１
，２
０
０
円

■
本
工
事
は
、
平
成
31
年
度
元
気
な
愛
知
の
市
町
村
づ
く
り
補
助
金
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
」
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　
　

 

☎
７
６
・
０
５
０
３

　

中
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 　

☎
７
８
・
５
１
２
３

優秀賞を受賞

し
ゅ
ん
た

り
ょ
う
や

金澤舜太さん

伊藤諒哉さん
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今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

村上町長と松井掛川市長

観客とデュエットする日野美香さん

卒業証書を受け取る生徒（中学校）花道を作って卒業生を見送る（小学校）

a

อ
ࣰ
ଡ
掛
川
市
と

ဪ
ࢯ
町
を

ƶ
Ɣ
ଡ

ၾ
16
市
町
村
と
Ɓ

⻆
ମ


ఆ
॔
ಐ
Ơ

ſ
け
る
掛
川
市
ኁ
ƣ

ଡ
॒
ஃ
ࡰ
ᅊ
ႍ
Ơ


す
る

࿊
⻇
を
࿙
ଅ

ƌ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰
ƈ
ǁ
Ƥ
⺯

ᆃ
ࣰ
ମ


ᄇ
ဃ
സ

Ɯ
ମ


ఆ
॔
Ɓ
ᄇ

生
ƌ
⺯
掛
川
市
ኁ
ƣ
ଡ
॒
ஃ
ࡰ
ᅊ
ႍ
Ɓ
ᅢ
ጅ
と

Ɵ
⻒
Ɣ


Ơ
⺯
२
市
町
村
Ơ
ſ
Ź
て
ᅊ
ႍ
സ

を
्
็
ƌ
⺯
掛
川
市
ኁ
ƣ
ᅊ
ႍ
ೄ
を
受
け
ႚ
ǁ

る
Ʒ
ƣ
Ɯ
す
⺰

a

ĩ
ଈ
16
日
⺺
日
⺻⺯
ဪ
ࢯ
町
ೂ
व
ᆵ


ਢ

व
と
ဪ
ࢯ
町

၍
ᇻ
ઞ
࡙
ࡿ
व
ƣ

௹
Ɯ
⺯

ऒ

ƣ
日
野
美
ऒ
さ
ん
Ơ
ƽ
る
୰
࣏
Ɓ
花
ఋ

व

Ɯ
्
௹
さ
ǁ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰
町
ၾ
ƣ
ሑ
を
中


Ơ
ዃ
200

Ɓ


ƌ
⺯
日
野
美
ऒ
さ
ん
Ɓ

観
客
ƣ
ཌྷ
ต
と
ࡴ
ഽ
Ơ

આ
⻆
ཌྷ
と

ƣ
Ȕ

ȁ
ǝ
⺳
ȋ
⻇を
デ
⻞
エ
⻜
ト
す
る
Ɵ
ƞ
⺯
व


を
ᆼ
ƀ
Ɛ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰

a


ଢ଼
Ƥ
⺯
日
野
美
ऒ
さ
ん
ƣ
౪
৸
ƣ
Ʒ
と
⺯

ၔ
ጆ
⻆
ƪ
る
さ
と
⻇
を
ƴ
Ɵ
さ
ん
Ɯ
ࡴ
ഽ
Ơ



を
ƌ
⺯と
て
Ʒ
ม
ƿ
上
Ɓ
ƿ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰

a

Ī
ଈ
Ī
日
⺺
औ
⺻
Ơ
ဪ
ࢯ
中
学
校

Ɯ
⺯
Ī
ଈ
19
日⺺
ኪ
⺻Ơ
ဪ
ࢯ
小
学
校

Ɯ
卒
業
ಠ
Ɓ
ப
Ǆ
ǁ
⺯
中
学
生
13


と
小
学
生
21

Ơ
卒
業
証
書
Ɓ
೨

ይ
さ
ǁ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰

a

卒
業
生
Ƥ
⺯
๐
生
ሑ
⺯
ད
ࡰ
ƣ

ሑ
y
⺯
ᇱ
୦
ೄ
ƣ
ሑ
y
ƹ
ఓ
校
生
Ơ

見

ƾ
ǁ
⺯
学
ƨ

Ɯ
ƣ
౩
Ź
ഞ
と

ශ
ƌ
Ź
ഞ
ᄇ
ƭ
ƣ
ଂ

を

Ơ
⺯


੫
Ƅ
ࡴ
ᇶ
を
၃
ƴ
ഞ
ƌ
Ƴ
ƌ
Ɣ
⺰

掛川市と県外広域避難に関する
協定を締結しました

歌
と
話
の
ス
テ
�
ジ

小
学
校
・

中
学
校
卒
業
式

あ
ふ
れ
る
希
望
を
胸
に
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早
期
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
す

産
業
会
館
の

一
部
利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

﹁
再
発
見
！
東
三
河
の
宝 

春
編
﹂

 

参
加
者
募
集

１

２

３

4

5月8日（金）
10:00～12:00

田原の文化財めぐり

ジオツアー in蒲郡
～西浦半島のなりたちを探る～

設楽町砦めぐり

長篠城の歴史と地質・
地形のおもしろい関係

5月22日（金）
10:00～12:00

5月29日（金）
11:00～13:00

6月12日（金）
9:30～12:00

日　時 場 所回 テーマ
田原市

蒲郡市

設楽町

新城市

（吉胡貝塚史跡公園）

（西浦半島）

（田峯城周辺）

（長篠城址周辺）

４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
雇
用

保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て
雇
用

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

12

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

T
o
e
i In
f
o
rm
a
t
io
n

（
中
）説
明
会　

 　

６
月
19
日（
金
）

　
　

体
験
入
学 　

７
月
27
日（
月
）

（
高
）説
明
会　

 　

５
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

 

６
月
３
日（
水
）

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
へ

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、来
年
度
に
小・

中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、障
害
を
有
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、次
の
学
校

で
学
校
説
明
会・体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

●
豊
橋
特
別
支
援
学
校 
山
嶺
教
室

北
設
楽
郡
設
楽
町
清
崎
字
林
ノ
後
５-

２

　
　
　
☎
０
５
３
６
・
６
２
・
０
７
２
２

対
象　

知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

実
施
期
日 

（
高
）体
験
入
学
８
月
２４
日（
月
）

●
豊
川
特
別
支
援
学
校

豊
川
市
平
尾
町
門
田
７７

　
　
　
☎
０
５
３
３
・
８
８
・
２
５
５
３

対
象　

知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

実
施
期
日（

小
）説
明
会　

 　

６
月
18
日（
木
）

　
　

体
験
入
学 　

７
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
22
日（
水
）

特
別
支
援
学
校
体
験
入
学

　

東
栄
町
教
育
委
員
会
で
は
、子
育
て
で

気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
、お
子
さ
ん
に
障

害
を
有
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

方
、お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
方
な
ど
に
、早
期
教
育
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。乳
幼
児
期（
０
歳
以
上
）か
ら
、

来
年
度
に
新
一
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん

（
６
歳
ま
で
）と
そ
の
保
護
者
の
方
が
対
象

で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
　
所　
東
栄
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

体
育
館
内

申
込
み　
教
育
委
員
会
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

産
業
会
館
は
、施
設
の
老
朽
化
等
に
よ

り
、４
月
１
日
か
ら
２
階
、３
階
部
分
の
集

会
施
設
と
し
て
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会    

☎
７
６
・
０
５
０
９

●
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
課    　
　
　

☎
７
６
・
１
８
１
２

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

対
象　

全
４
回
参
加
で
き
る
方
で
東
三
河
在

　

住
、在
勤
の
方
優
先

定
員　

50
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

①
現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

②
秋
に
も
同
様
に
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。

そ
の
際
に
定
員
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
っ

た
場
合
に
は
今
回
の
講
座
を
受
講
し
て
い

な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

③
４
回
通
し
で
参
加
受
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
23
日（
木
）ま
で

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　
　

 

☎
７
６
・
０
５
０
９

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
　

 

☎
０
５
３
６
・
６
１
・
８
１
１
８

　

・
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
　

 

☎
０
５
３
３
・
８
８
・
２
５
５
３

今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

東三河を直接訪れることで、地域の魅力を再発見します。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　

 　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

　

６５
歳
以
上
の
労
働
者
も
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、経
過
措
置
と
し
て

令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
は
高
年
齢
労
働
者

と
し
て
雇
用
保
険
料
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
し

た
。令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
す
べ
て
の
労
働

者
の
保
険
料
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
雇
用
保
険
適
用
窓
口
」
受
付
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
、窓
口
来
所
に
よ
る

受
付
時
間
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
に

な
り
ま
し
た
。

事
業
主
及
び
労
働
者
の
皆
様
へ

事
業
主
の
皆
様
へ

そ
の
他
、各
特
別
支
援
学
校
で
は
、体
験
入
学
以
外

の
日
に
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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﹁
東
栄
お
持
ち
帰
り

グ
ル
メ
紹
介
ペ
ー
ジ
﹂

を
作
成
し
ま
し
た

 

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 　
　
　
　
　

  

☎
７
６
・
１
７
８
０

●
問
い
合
わ
せ
先

   

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

    

☎
７
６
・
１
７
４
０

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で

　

つ
く
る
！

Vol.33

　

近
年
、飲
食
店
が
増
え
て
い
る
東
栄

町
。
グ
ル
メ
本
「
東
栄
ご
は
ん

B
O
O
K
」の
増
刷
版
も
ご
好
評
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
自
粛
の
影
響
で
外

出
を
控
え
る
方
も
多
い
中
、い
つ
も
と

少
し
違
っ
た
形
で
町
内
飲
食
店
等
の

利
用
す
る
こ
と
で
、盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
る
東
栄
グ
ル
メ
を
一
緒
に
応

援
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、店
舗
で

の
飲
食
で
は
な
く
、持
ち
帰
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
東
栄
町
持
ち
帰
り

グ
ル
メ
の
ま
と
め（
会
員
の
飲
食
店

等
）を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
東
栄
町
の
じ

か
ん
」内
に
作
り
ま
し
た
。

　

お
家
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
東

栄
町
グ
ル
メ
を
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。東
栄
町
の

飲
食
店
等
を
一
緒
に

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
、

車
椅
子
を
購
入
し
よ
う
か
、レ
ン
タ
ル

が
い
い
の
か
、と
い
う
相
談
に
み
え
る

方
が
い
ま
す
。あ
る
い
は
、病
気
や
怪
我

な
ど
で
急
に
車
椅
子
が
必
要
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、と
い
う
お
話
も
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
も
、車
椅
子
の
レ
ン
タ
ル
の
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
を
使
え
ば
、生
活
で
日
常

的
に
利
用
す
る
た
め
の
車
椅
子
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、要
介
護

２
以
上
で
あ
る
こ
と
が
条
件
な
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。要
支
援
１
〜
要
介
護

１
の
人
で
も
、日
常
的
に
歩
行
が
困
難

な
場
合
に
は
、手
続
き
を
経
て
借
り
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
、ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
怪
我
な
ど
で
急
に
車
い
す
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
一
時
的
に
無
償

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、こ
ん
な
時
に
便
利
で
す
。

・
病
院
へ
の
通
院
に
車
椅
子
が
必
要

・
旅
行
を
す
る
の
で
１
週
間
ほ
ど
借
り

　

た
い
。

・
家
族
が
骨
折
を
し
て
し
ま
っ
て
歩
け

　

な
い
。

・
介
護
保
険
を
申
請
し
て
い
る
間
の
つ

　

な
ぎ
と
し
て
借
り
た
い
。

 
利
用
す
る
に
は

　

ま
ず
は
、東
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
電
話（
７
６・
１
７
４
０
）で
在
庫
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
時
に
申
請
書
の
記
載
が
必

要
で
す
。来
所
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

 　

東
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、車

椅
子
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
福
祉
車
両

や
、段
差
解
消
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
等

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。困
っ
た

と
き
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

車
椅
子
が
必
要
に
な
っ
た
ら

介
護
保
険
で
借
り
る

社
会
福
祉
協
議
会
で
借
り
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

顧
問
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

協
会
設
立
4
年
目
を
迎
え
る
令
和

２
年
度
に
向
け
て
、事
業
発
展
を
目
指

す
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会「
顧
問
」の
辞
令
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
顧
問
に
は
、こ
れ
ま

で
飲
食
店
の
紹
介
本
「
東
栄
ご
は
ん

B
O
O
K
」の
制
作
や「
星
が
丘
天
文

台
マ
ル
シ
ェ
コ
ラ
ボ
ブ
ー
ス
」の
出
展

な
ど
、当
協
会
と
の
連
携
事
業
を
行
っ

て
き
た
椙
山
女
学
園
大
学
准
教
授
の

阿
部
順
子
氏
を
委
嘱
し
ま
し
た
。阿

部
先
生
は
、今
後
の
意
気
込
み
に
つ
い

て「
私
の
大
好
き
な
東
栄
町
の
た
め
に
、

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
当
協
会
と
し

て
も
、よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
と

さ
れ
る
協
会

運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。
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小学校

中学校
　

２
月
26
日（
水)

に
予
餞

会
を
行
い
ま
し
た
。生
徒
た

ち
の
感
想
を
載
せ
ま
す
。

　
「
予
餞
会
を
行
う
に
あ
た

っ
て
学
校
全
体
を
動
か
す
こ

と
の
大
変
さ
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ど
う
す
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
に
会
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、ど
う
や
っ

て
３
年
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
な
ど
、２
年
生

で
話
し
合
い
、考
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」「
２
年
生
だ
け
で
な
く
１
年
生
と
も

協
力
し
て
準
備
を
し
て
き
た
の
で
、し
っ
か
り
３

年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、全
校
が
楽
し
ん
で
い
た
の
で
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」（
２
年
生
）

　
「
去
年
は
卒
業
生
を
送
る
側
だ
っ
た
け
ど
、今

年
は
卒
業
側
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。今
ま

で
の
先
輩
が
作
り
上
げ
て
き
た
東
中
を
今
度
は

後
輩
が
今
ま
で
以
上
の
東
中
に
し
て
く
れ
そ
う

で
す
。」「
校
長
先
生
の
お
話
で
予
餞
会
の
意
味

は『
予
め
旅
立
つ
方
向
に
馬
の
鼻
を
向
け
て
無

事
を
祈
る
事
か
ら
で
き
た
言
葉
で
す
』と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。後
輩
の
人
た
ち
か
ら
た
く

さ
ん
の
エ
ー
ル
や
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ら
い
ま

し
た
。合
唱
は
と
て
も
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
て

私
の
心
に
と
て
も
響
き
ま
し
た
。」「
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、１・
２
年
生
で
協
力
し
て
司

会
や
出
し
物
を
や
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。わ
く
わ
く
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。卒
業
前
に

最
高
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。」（
３
年
生
）

　

２
月
２7
日（
木
）に
、４

年
生
が
企
画
し
た「
あ
り

が
と
う
の
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
日
は
、日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

「
見
守
り
隊
」の
方
々
、毎

週
金
曜
日
の
朝
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ

る
「
お
ひ
さ
ま
の
会
」の

方
々
、指
導
会
練
習
で
講

師
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
、５
年
生
の
米
作

り
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

な
ど
に
、日
頃
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
合
唱
や
全
員
で
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
。全
校
で
の
太
鼓
発
表（
校
歌
）と
子

ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ご
来
校
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
も
き
っ
と
そ
の
気
持
ち
は
伝

わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

会
を
通
し
て
、改
め
て

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
、

安
全
に
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
、い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。そ
し
て
、今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太鼓の発表

レクの様子４年生の合唱

予餞会の一コマ

地
域
の
み
な
さ
ん
に

感
謝

予
餞
会

林業科１年の寸劇

普通科１･２年の合唱

林業科２年の先生クイズ教員有志の歌と応援生徒のダンス 『パプリカ』

田口高校から

こんにちは

　

２
月
１2
日
（
水
）、卒
業
を
迎
え
る
３

年
生
の
た
め
に
、生
徒
会
主
催
の
予
餞
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
、各
ク
ラ
ス
の
合
唱
、

動
画
、劇
、コ
ン
ト
、先
生
ク
イ
ズ
、有
志

発
表
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

最
後
は
生
徒
会
企
画
の
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。３
年
生
は

３
年
間
の
高
校
生
活
を
感
慨
深
く
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

予
餞
会



●
優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
警
察
署
内
で
30
分

　

程
度
の
講
習
を
受
講
後
交
付

●
一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
指
定
さ
れ
た
講
習
日
で

　

講
習
を
受
講
後
交
付

※

高
齢
者
運
転
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

　

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

河川周辺の草刈り作業にご協力ください
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ふ
る
さ
と
歌
壇

二
月
詠
草

伊
藤　

清
子

小
石　

直
子

竹
田　

正
子

渡
辺　

禮
子

鈴
木　

政
子

山
城　
　

安

内
藤　

久
代

伊
藤　

久
美

杉
野
み
つ
子

堂
地　

雅
子

も
ぐ
ら

な
だ

せ
い

か
ど

暖
か
き
傾
り
に
光
る
冬
苺
小
さ
き
子
ら
が
声
あ
げ
て
採
る

生
う
け
て
九
十
年
の
今
思
う
遠
く
逝
き
た
る
父
母
の
こ
と

足
許
へ
春
の
ひ
当
た
り
土
動
く
む
っ
く
り
む
っ
く
り
土
竜
は
何
処
へ

明
け
や
ら
ぬ
午
前
六
時
に
起
き
出
で
て
テ
レ
ビ
体
操
す
今
日
の
は
じ
ま
り

霜
の
朝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
大
袋
か
か
え
て
向
か
う
収
集
の
場
に

節
分
に
豆
を
撒
き
し
の
な
つ
か
し
く
門
に
柊
立
て
る
の
み
と
す

し
み
じ
み
と
響
く
言
の
葉
麗
し
き
七
五
七
五
の
東
栄
町
歌

テ
レ
ビ
見
て
世
界
中
を
旅
し
た
気
分
お
い
し
い
も
の
食
べ
土
産
も
買
っ
て

白
い
花
土
手
一
面
に
咲
き
ほ
こ
る
如
月
の
花
節
分
草
は

春
寒
の
氷
の
下
の
メ
ダ
カ
た
ち
「
温
き
日
く
る
よ
」と
窓
越
し
の
私

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

・
振
り
込
め
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 （
0
）

0
件 （
0
）

0
件 （
0
）

0
件 （
0
）

0
件 （
1
）

0
件 （
0
）

0
件 （
3
）

6
件 （
12
）

0
件 （
0
）

0
件 （
0
）

0
件 （
2
）

26
件 （
52
）

郡 

内

※

（　

）内
は
1
月
か
ら
の
累
計

免
許
更
新
の
ご
案
内

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
２
年
２
月

優 

勝
二 

位
三 

位
優 

勝
二 

位
三 

位
優 

勝
二 

位
三 

位

三
城　

信
和

伊
藤　

睦
美

伊
藤　
　

勉

優 

勝　

青
山　
　

進

一
部

二
部

女
子

総
合

※総合優勝は、全員参加で最後まで的中
　しつづけた人が優勝です。

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

3
月
14
日 

東
栄
町
弓
道
場

●
問
い
合
わ
せ
先  

東
栄
町
商
工
会

　
　
　
　
　

 

☎
７
６
・
０
５
３
０

　

振
草
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
大
千

瀬
川
流
域
の
河
川
環
境
整
備
活
動
と

し
て
、今
年
度
は
２
回
、草
刈
り
活
動

を
行
い
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

４
月
29
日（
水・祝
）、６
月

21
日（
日
）　

両
日
と
も
午
前
中

実
施
場
所　

各
地
区
に
分
か
れ
ま
す

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、東
栄

町
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
後
日
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【
設
楽
警
察
署
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
】

　
今
泉
　
明
実 

さ
ん
（
豊
根
村
坂
宇
場
）

　
小
野
田
亜
由
美
さ
ん
（
設
楽
町
田
峯
）

　
鈴
木
　
廣
一 

さ
ん
（
設
楽
町
西
納
庫
）

　
原
田
　
美
幸 

さ
ん
（
東
栄
町
月
）

　
村
松
　
博
志 

さ
ん
（
設
楽
町
津
具
）

　
山
本
　
　
良 

さ
ん
（
東
栄
町
振
草
）

　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
（
50
音
順
）

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

〜「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」

　「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
」

　「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」〜

　
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」の
３
Ｎ

（
な
い
）の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、地
域
が
一

体
と
な
っ
た
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
、

県
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、犯
罪
の

減
少
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
に
は
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
を
自
分
た
ち
の

力
で
つ
く
る
」と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
機
会
に
、も
う
一
度
、自
分

の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
に
つ
い
て
考
え
、ご

家
庭
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

警
察
署
協
議
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

愛
知
県
内
の
全
警
察
署
に
、警
察
署
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
警
察
署
協
議
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
楽
警
察
署
に
お
い
て
も
、６
名
の
方
が

愛
知
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
、警
察
へ
の
意
見
や
要
望
を
提
言
す

る
な
ど
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

警
察
と
し
て
は
、提
言
さ
れ
た
意
見
や
要

望
を
業
務
に
取
り
入
れ
、皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、安
全
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

河川周辺の草刈り作業にご協力ください

青
山　
　

進

森
上　

祥
高

原
田　
　

駿

伊
藤　

礼
子

加
藤　

育
代

伊
藤
あ
け
み
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納
税
等

◎納期限は 4月30日です。お忘れなく。

新
着
図
書

●オニガシマラソン

●江戸の家計簿

トロル　教育画劇

磯田道史　宝島社新書

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,131

1,490

1,641

1,437

（ ＋ 3 ）

（ ＋ 5 ）

（ － 2 ）

（ ＋ 1 ）

転 入

転 出

12

3

死 亡

出 生

8

2

※

住
民
基
本
台
帳　

※

単
位
：
人

2月末日現在 前月比
●固定資産税

●国民健康保険料

●保育料

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

東
栄
町
に
住
所
を
有
し
、町
外
で
出
生・死
亡
の
届
出
を
さ

れ
た
方
も
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
掲
載
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、お
早
め
に
住
民
福
祉
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
お
悔
や
み

戸
籍
の
窓
口

2月16日～3月15日受付

　子どもたちの成長を願いながら心を込めて
一針一針作られた「雛のつるし飾り」が、名古
屋マリオットアソシアホテル１５階ロビーを始
め、役場や公民館、金融機関等の事業所で飾
られ、多くの方の目に留まりました。
　ホテルで展示された雛のつるし飾りは、高
さ３．８メートル、直径５．２メートルの円柱形の
フレームに動物や花をかたどった手のひらサ
イズの人形がびっしりとつるされており、雅や
かな景色に彩られました。

友好
自治体
友好
自治体 大治町クローズアップ

施
設
利
用（
2
月
）

令和２年2月の利用者数施　　設　　名 2月までの累積利用者数

森林体験交流センター「スターフォーレスト御園」

　　  交流促進センター「千代姫荘」

　 　 と う えい温泉

　　とう えい健康の館

　　グリ ーンハウス （宿泊者）

　　体育 施設

153

94

10,697

243

175

557

（

（

（

（

（

（

92）

144）

12,476）

 255）

100）

276）

3,826

1,988
151,969

3,613

3,951

15,538

（

（

（

（

（

（

4,219）

1,809）

152,335）

 3,642）

4,141）

14,242）

営業当初からの累計利用者数　3,604,496

※（　）内は前年度同月による　　※単位：人

伊藤百合子 86 御殿

山本つぎ子 93 三輪

氏原　ハツ 94 下川

大野　　康 93 　園　

倉淵千代子 92 御殿

亀山　　光 98 本郷

佐々木孝浩 59 三輪

杉野　幸平 95 　園　

岡村　吉子 88 本郷

氏　名　　　 年 齢　    住 所

雛のつるし飾り

3月

人口増加！
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ノーメディアデー

　とうえい保育園の遠足が3月5日（木）にありました。
保育園をスタートし、グラウンドを通って本郷荘でお弁当
タイム。パワーを充電した後は、弘法山を元気よく登りま
した。

民生委員児童委員
協議会定例会

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

昭和の日

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

生涯学習

ドレミの会

イベント・事業など

保健事業

にこにこ広場 ゆめ工房

東三河消費生活
東栄相談室

小学校入学式 中学校入学式
交通安全街頭啓発

ペットボトル等
回収日

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

親子教室

さわやかクラブ
たんぽぽの会

予防接種

予防接種
東薗目地区

畑地区

表紙の写真について

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい 2020. 4月号   No.724
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開
を
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。
い
た
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を
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し
ら
暮
な
能
可
続

た
分
自
を
し
ら
暮
の
ち
た
分
自

の
宅
自
ご
の
ん
さ
平
松
す
話
と

ネ
パ
光
陽
太
て
べ
す、
は
気
電

、
た
一

集
を
間
仲、
は
ら
か
年
昨

り
作
米
で
料
肥
無
薬
農
無
て
め

ち
た
分
自
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た
し
ま
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始
も

、
い
ら
も
て
し
験
体
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暮
の
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も
方
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ら
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こ
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す
ま
し
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。
ば
れ
な
に

点
拠
の
験
体
た
し
う
こ、
は
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軽
気
が
も
ど
子
や
所
場
る
な
と

た
り
作
を
所
場
る
べ
遊
て
来
に

。
す
で
う
そ
る
い
て
え
考
と
い

…
真
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　で
前
の
壁
た
し
ク
イ
メ
リ

ん
く）
い
め
い
せ
（明
清・
男
長

　ん
さ）
み
な
ほ
（美
奈
帆・
妻

　ん
さ
史
靖・
夫

やすし

このコーナーでは、キラリと輝く地域や団体、人を紹介します。
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広報とうえい

その 133

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。
来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

松平靖史さん

東栄町在住歴3年
（下田）

とうえい山菜王国研究会  井筒会長

3月3日（火）、とうえい保育園でひな祭り
会が行われました。園児たちは、ひな祭り
の歌を歌ったり、ひな祭りに関するクイズ
やゲームをしたりして楽しみました。

取
に
し
こ
お
ち
ま
る
よ
に
菜
山

　

菜
山
い
え
う
と
「る
い
で
ん
組
り

培
栽
ら
か
月
2。
」
会
究
研
国
王

、
き
吹
芽
が
芽
の
ラ
タ
た
め
始
を

し
荷
出
に
ど
な
店
食
飲
の
外
内
町

を
究
研
ら
か
前
年
8
約。
た
し
ま

技
培
栽
の
芽
の
ラ
タ
た
き
て
ね
重

に
荷
出
に
調
順。
立
確
ぼ
ほ
は
術

内
町、
た
ま。
す
ま
い
て
い
つ
び
結

に
日
曜
水
週
毎
も
う
と
の
き
ふ
た

。
た
し
ま
し
荷
出
に
所
各、
し
荷
集

、
て
育
を
菜
山
、
は
で
会
究
研

　

組
り
取
に
し
こ
お
ち
ま
に
緒
一

い
て
し
集
募
を
方
る
れ
く
で
ん

。
要
不
は
術
技
い
し
難
。
す
ま

で
ま
会
工
商
町
栄
東
は
く
し
詳

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お

山菜王国研究会 タラの芽を出荷

保育園ひな祭り
ご一家

！
集
募
を
方
る
て
育
を
菜
山

●

先
せ
わ
合
い
問

会
工
商
町
栄
東
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